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異
常
気
象
と
い
う
よ
り
地
球
温
暖
化
が
恒
常
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

ま
た
、
最
近
、
友
人
知
人
、
そ
し
て
多
く
の
方
が
健
康
を
害
し
て
死
な
れ
た
報
告

を
聞
い
て
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
や
ニ
ュ
ー
ス
の
情
報
を
聞
い
て
、

警
告
ば
か
り
な
こ
と
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
即
自
的
利
益
が
求
め
ら
れ

て
、
こ
れ
ま
で
形
成
さ
れ
て
き
た
価
値
観
や
生
き
方
が
廃
れ
、
排
他
的
な
自
己
利

益
追
求
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
家
族
間
で
さ
え
、
助
け
合
う

こ
と
が
な
く
な
り
、
個
々
に
快
楽
や
富
の
追
及
に
向
い
て
い
ま
す
。「
勝
ち
組
」

「
負
け
組
」
な
ど
と
い
う
差
別
的
価
値
観
は
異
常
で
す
。 

仕
事
と
稼
ぎ
優
先
の
社
会
で
、
引
退
と
い
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
や
仕
事
、
地
位
か
ら
の
引
退
は
、
稼
ぐ
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
、「
定
年
退
職
」
と

い
う
の
は
ア
ジ
ア
で
多
く
、
人
口
が
多
い
た
め
に
一
定
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
退
職

し
て
若
い
人
に
職
を
与
え
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ

で
は
、
年
齢
を
理
由
に
し
た
解
雇
や
退
職
の
強
制
は
違
法
で
す
。 

Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
（
経
済
的
自
立
と
早
期
リ
タ
イ
ア
）
は
欧
米
の
人
の
理
想
で
、
３
０

歳
前
後
か
ら
５
０
歳
く
ら
い
で
仕
事
を
持
た
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
の
失
敗
例
は
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。
他
方
、
無
理
を
せ
ず
落
ち
着

い
て
仕
事
と
生
活
を
営
み
、
９
０
歳
を
越
え
て
も
働
く
人
も
お
り
ま
す
。 

私
た
ち
夫
婦
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
食
事
は
殆
ど
妻
が
作
っ
て
く
れ

ま
す
。
有
害
な
添
加
物
や
素
材
の
あ
る
物
は
食
べ
ま
せ
ん
。
た
ま
に
は
外
食
し
ま

す
が
、
食
べ
放
題
や
甘
味
の
店
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
妻
は
賑
や
か
な
店
を
怖
が
り

ま
す
。
散
歩
や
運
動
は
な
る
べ
く
増
や
し
ま
す
。
健
康
度
の
チ
ェ
ッ
ク
と
思
っ
て

ゴ
ル
フ
を
月
一
回
ほ
ど
し
ま
す
。
ス
コ
ア
を
気
に
す
る
人
や
競
争
心
の
あ
る
人
と

は
プ
レ
ー
し
ま
せ
ん
。
殆
ど
二
人
だ
け
で
す
。
食
料
品
以
外
の
買
い
物
は
あ
ま
り

せ
ず
、
必
要
な
物
を
相
談
し
な
が
ら
一
緒
に
買
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
願
い
は
、
９
０
歳
を
過
ぎ
て
も
穏
や
か
に
仕
事
を
し
な
が
ら
暮
ら
す

こ
と
で
す
。
夫
婦
共
に
よ
く
働
き
ま
す
が
、
疲
れ
た
ら
い
つ
で
も
寝
ま
す
。
妻
の

会
話
は
子
供
や
孫
、
教
会
員
や
患
者
さ
ん
の
こ
と
、
皆
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
良
く
祈
り
、
聖
書
を
読
み
ま
す
。 

 
 
 
 

事
務
長 

柏
崎
久
雄 

                  

＊ 10

月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
開
始
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト
予
約
を
ご

利
用
下
さ
い
。
詳
細
は
、
院
内
掲
示
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

＊ 

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
受
付
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
引
き
続
き

紙
の
保
険
証
に
よ
る
受
診
も
可
能
で
す
。 

＊ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
院
内
に
入
る
前
に
マ
ス
ク
を
付
け
、
入
り
口
に
置
い
て
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
薬
で
手
を
十
分
に
殺
菌
し
て
く
だ
さ
い
。
周
り
の
人
に
ご
配
慮
く
だ
さ

い
。
ト
イ
レ
は
待
合
室
毎
に
指
定
の
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

＊ 

当
院
で
は
発
熱
外
来
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
午
前
は
１
０
時
～
１
１
時
、
午
後

は
１
４
時
～
１
５
時
１
０
分
ま
で
で
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
来
院
時
は
裏
の

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
通
常
診
察
は
こ
の
時
間
も
並
行
し
て

お
こ
な
い
ま
す
。 

＊ 

１
０
月
～
１
２
月
の
土
曜
日
は
、
乳
幼
児
健
診
、
特
定
健
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

ご
予
約
の
上
、
平
日
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
。 

＊ 

病
児
保
育
は
、
他
院
で
受
診
し
て
も
、
当
院
院
長
の
診
察
を
必
須
条
件
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
い
る
場
合
に
は
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

＊ 

提
携
外
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利
用
の
方
は
、
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
お
時
間
に
応
じ
て
最
大
４
０
０
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
（
ナ
ビ
パ
ー
ク
満

車
時
に
限
り
ま
す
）
。 

＊ 

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
管
理
栄
養
士
、
ヨ
ー
ゼ
フ
の
店
員
、
病
児
保
育
ノ
ア
の
保
育
士

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

  

聖書を読む会 10/7（火）13：40～   

ヨーゼフのキャンペーン 

ヘム鉄アルファ、イソフラボン 
亜鉛プラス 

10 月 1 日(水)～11 月 14日(金) 
スキンケア製品あります。 

感染症で受診される方へ 
発熱やくしゃみ・咳症状のある

方、水ぼうそう等伝染性疾患のこ
どもの方は、入口、待合室・診察
室、 会計の流れが異なります。ま
た、トイレ後のハンドソープによる
手洗いにご協力ください。 

★ 入口  

正面入口横の中央通路の 

インターホンを押してください。  

★ 待合室・診察室 

２階の、第二待合室です。  

★ 会計 

疾患によっては、廊下会計となる

場合があります。 

https://mariyaclinic.com/
mailto:info@mariyaclinic.com


 

 

＜ 肝腎かなめの腎臓 ＞ 
 腎臓は腰の上あたりに左右一つずつある、そら豆のような形をした、握りこぶしくらいの大き

さの臓器で、体内の老廃物の排泄、水分量・電解質・血圧の調整、ホルモンの生成などを行う身

体の「見張り番」のような働きを担っています。機能が低下すると慢性腎臓病や腎不全に至り、

重症化すると透析や腎移植が必要になります。 

Ａ．腎臓の構造 

腎臓の機能単位をネフロンと言い、ネフロンは腎小体と尿細管を合わせたものです。更に、腎

小体は血液をろ過する糸球体とそれを包むボーマン嚢から構成され、尿細管は近位尿細管、ヘン

レ・ループ、遠位尿細管に分かれます。 

１．腎小体 

血液中の老廃物や塩分を「ろ過」し、尿として身体の外に排出する働きをしているのが糸球体

です。細い毛細血管が毛糸の球のように丸まってできているので「糸球体」と呼ばれます。この

糸球体は大体0.1ミリ～0.2ミリほどの大きさですが、１つの腎臓に約100万個の糸球体がありま

す。この糸球体はふるいのような構造をしており、心臓から腎臓に流れ込んできた血液が、この

糸球体を通ると、老廃物がふるいを通ってろ過されます。健常な方では、赤血球やタンパク質な

どはろ過されず、きれいになった血液が、腎臓から身体に戻ります。 
ボーマン嚢は糸球体包とも呼ばれ、糸球体を収納した構造をしています。 
２．尿細管 

糸球体でろ過された尿（原尿）は、健常な方では1日におよそ150リットルにもなります。実際

の尿は1.5リットル程度ですから、99%は再吸収されることになります。この再吸収する働きをす

るのが、尿細管です。 

糸球体でろ過された原尿には、老廃物以外に、アミノ酸やブドウ糖などの栄養素や、塩分（ナ

トリウム）やカリウム、リン、マグネシウムなど、さまざまなミネラル（電解質）も含まれてい

ます。このような身体にとって必要な成分を再吸収することにより、体内の水分量を一定に保っ

たり、ミネラルのバランスを調整したり、身体を弱アルカリ性の状態に保ったりすることができ

るのです。逆に抗がん剤などの薬物には尿細管を通して、体外に排泄されるものもあります。こ

のため、薬物によって尿細管がダメージを受けることもあります。 

近位尿細管の上皮細胞の表面部分は密集した微絨毛に覆われ、微絨毛は細胞の表面積を増や

し、再吸収の機能を容易にしています。細胞の細胞質には細胞の再吸収活動に必要なミトコンド

リアが濃密に保たれています。観察すると、毛細血管に近い近位尿細管は“汚れて”見え、毛細

血管から遠い遠位尿細管は“きれいな”外観をしているそうです。ヘンレループは、腎臓の近位

尿細管の終端部分から遠位尿細管の始まりの部分までを指し、腎髄質でヘアピンカーブを形成し

ています。この構造には、尿から水とイオンを再吸収する機能があり、これを実現するために髄

質部で対向流交換系が利用されています。 

Ｂ．腎臓の働き 

１．体液調整 

 腎臓は老廃物（尿毒素）や過剰に摂取しすぎた塩分や水分を排泄し、体液を一定に保つ機能を

司っています。 

腎の表層側（皮質）には糸球体があり、血液中のタンパク質より小さな物質は水分とともに尿

細管という細い管に向けて原尿として漏れ出ます。尿細管は複雑なヘアピンカーブのような折り

返しが2カ所あり、細長い管を上下する間に、原尿から生体に必要なものだけを再吸収し、伴走す

る血管に戻していきます。結果として、栄養素（ブドウ糖やアミノ酸など）やミネラルは必要な

量だけ回収され、老廃物や過剰な物質はそのまま尿細管を通過して、最終的には尿となります。

この機能を発揮するために、腎臓は1分間に1リットルもの血液を受け入れ、尿となるのはわずか

一日で１.5リットル程度です。一見、非効率にも感じられますが、腎臓は「生体に必要なもので

も一旦ろ過して、選択的に再吸収する」という確実な方法によって体液恒常性を維持していま



 

 

す。 

２．ホルモンの生成・分泌 

腎臓には老廃物を体外に排出する他に、生体恒常性の維持に関わる各種ホルモンを産生する役

割があります。腎臓の間質で作られるエリスロポエチンは、赤血球の前駆細胞に働きかけ、赤血

球の産生を亢進させます。慢性腎臓病が進行すると、エリスロポエチンの産生が不十分となり、

貧血になります。これを腎性貧血と言います。また、カルシウムとリンの吸収に関与するビタミ

ンＤは腎臓で活性化されます。慢性腎臓病が進行すると、ビタミンＤを活性化することができ

ず、骨がもろくなり、骨やミネラルの代謝異常をきたします。さらに、腎臓の傍糸球体装置と呼

ばれる部分ではレニンという血圧調節ホルモンが分泌されます。このホルモンは血圧上昇作用を

持つアンジオテンシンIIという物質を作ります。動脈硬化などにより腎動脈に狭窄があると、腎

臓への血流が低下するために、レニンの産生が亢進し、高血圧となり、これを腎血管性高血圧と

いいます。 

３．その他の腎臓の働き（骨など） 

腎臓は身体の水分の量や体液中の様々なミネラルの濃度を調整する働きをしています。腎臓が

適切にそれぞれのミネラルを調整できるように、骨は体内にあるカルシウムの99%以上、リンの

85%、マグネシウムの60%、ナトリウムの30%を貯蔵しており、必要に応じて体液への出し入れを行

っています。また、腎臓は、骨やミネラルを調整する活性型ビタミンＤを産生したり、副甲状腺

ホルモンやＦＧＦ23などの液性因子の刺激をうけてミネラルの再吸収を調節したりしています。

健常な方では腎臓と副甲状腺と骨で微妙な調節が働いていますが、腎臓の働きが低下すると、制

御を失った骨や副甲状腺は代謝が暴走し始め、多様な骨ミネラル代謝障害を呈します。この病態

は慢性腎臓病に伴う骨ミネラル代謝異常（CKD-MBD）と呼ばれ、主に透析患者さんでは深刻な問題

となっています。 

Ｃ．腎臓の病気と症状 

 腎臓病は初期段階では自覚症状がほとんどないことが多く、むくみ、尿量の変化、腰や背中の

痛み、高血圧などから気づくことがあります。高血圧、糖尿病、脂質異常症、肥満などは腎臓病

を悪化させるため、しっかりと治療することが重要です。 

１．慢性腎臓病 
腎機能が慢性的に低下した状態の総称で、3ヶ月以上タンパク尿が出たり、腎機能の指標である

糸球体濾過量が基準値以下に低下したりすると診断されます。 
心血管系疾患と互いに悪化要因として作用し、認知機能の低下、骨粗しょう症、骨折、サルコ

ペニア（全身の筋肉量と筋力が低下する状態）、フレイル（虚弱）などを招いてＱＯＬの低下や

生命予後を悪化させます。 
２．急性糸球体腎炎 
多くの場合A群β溶連菌などの感染後に10日前後の潜伏期間を経て発症します。一般的に小児～

若年者に多いですが、成人や高齢者でも時々見られます。 
３．慢性糸球体腎炎 
糸球体に炎症が起き、慢性的に腎機能が低下していく病気で、慢性腎臓病の原因の一つです。 

４．ネフローゼ症候群 
尿に大量のタンパクが漏れ出てしまうことで、血液中のタンパクが減り（低タンパク血症）、

むくみが生じる病気です。 
５．腎不全 
 加齢に伴い、ネフロン数が減少し、その機能も衰えて予備力が低下していきます。それでろ過

圧を上げることでろ過量を維持しようとしますが、残存ネフロンの負担が増えて腎機能の低下を

招きます。腎臓の機能が低下した状態で、急激に悪化する「急性腎不全」と、徐々に悪化する

「慢性腎不全」があります。 
６．腎盂腎炎 



 

 

膀胱炎などの細菌が腎臓に達して炎症を起こす病気です。 
７．腎結石・尿管結石 
腎臓や尿管に結石ができる病気で、腹部や背中の痛みを引き起こすことがあります。 

８．腎臓癌 
腎臓にできる悪性腫瘍です。結石や腎臓癌では血尿を起こすことも多いです。 

Ｄ．腎臓疾患の予防 

 肥満者は減量する。適度な運動を心掛ける。喫煙を止める。 
 塩分を控える。過度には控えない。 
 腸内環境の悪化を防ぐ。抗酸化対策。抗炎症対策。 
 貧血を改善させる。 

 高血圧、タンパク尿、糖尿病の治療 
 適切な水分補給 

Ｅ．人工透析 

人工透析は、腎臓の機能が低下した際に、老廃物や余分な水分を人工的に取り除く治療法で

す。腎不全などが原因で腎臓の働きが不十分になった場合に行われます。 

１．血液透析 

体外に血液を取り出し、ダイアライザーと呼ばれる人工腎臓のフィルターを通して、老廃物や

水分を除去します。 

頻度: 通常、週に2～3回、医療機関に通院して行います。 

時間: 1回の治療には4～5時間程度かかります。 

特徴: 医療スタッフに任せられる一方で、通院の時間的拘束があります。  

２．腹膜透析 

 自分のお腹の中にある腹膜を利用して、透析液を注入・排出することで老廃物や水分を取り除

きます。 

頻度: 自宅や外出先で、1日に数回、透析液を交換します。 

通院: 月に1〜2回程度の通院で済みます。 

特徴: 自分のライフスタイルに合わせて行える反面、自己管理が必要です。  

３．費用と医療費助成 

1ヶ月の透析治療の医療費は、患者一人につき外来血液透析では約40万円、腹膜透析（CAPD）で

は30～50万円程度が必要といわれています。人工透析は高額な治療費がかかりますが、患者さん

の経済的負担を軽減するための公的助成制度があります。  

４．人工透析と日常生活の注意点 

人工透析を受けながら健康的な生活を送るためには、以下の点に注意が必要です。  

 塩分・水分の制限。 

 カリウムを多く含む食品（果物や野菜など）の過剰摂取を避ける。 

 シャント（血液透析で使う血管）を大切にする。 

 

≪ 診 療 時 間 ≫ 
 月曜～金曜（午前 8 時 30 分～11 時 30 分、午後 2 時～5 時） 
 土曜    （午前 8 時 30 分～11 時 30 分、午後 2 時～4 時 30 分）   

休診日  木曜、日曜、祝日、年末年始             
・各種健康保険取扱機関 ・生活保護指定機関 ・介護保険取扱機関   
・特定疾患取扱機関  ・結核予防法指定機関 ・自立支援医療機関  
・身体障害者認定医 ・各種健康診断 ・小中台小学校校医    （携帯サイトへ） 
・栄養医学(分子整合医学)                              


